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今月号のここがポイント！

2015 年のパリ協定では，世界的な平均気温上昇を産業革命以前に比べて 1.5℃に抑え

るという目標が共有され，現在 150 か国を超える国々が 2050 年カーボンニュートラルの

実現を掲げています。多くの国々が目標から乖離しつつある中，日本はほぼ順調に温室

効果ガス排出量の削減を進めている数少ない国の 1 つになりつつあります。本号では，

脱炭素の潮流を加速する 3 件の解説記事をご寄稿頂きました。

1 件目は，様々な環境影響を定量化する「ライフサイクルアセスメント（LCA）」およ

び，その中でも温室効果ガスによる気候変動の影響を評価する「カーボンフットプリン

ト（CFP）」について，基礎から最新動向まで体系的に解説して頂きました。2 件目では，

CO2 排出や海洋汚染等の様々な環境問題を引き起こす使用済みプラスチックを原料と

して，水素やアンモニア等の有価物を製造する「ガス化ケミカルリサイクル」について，

LCA の結果を含めて解説して頂きました。3 件目では，過去のある時点から製品の省エ

ネ性能の改善等によって避けることができた CO2 排出量を表す「CO2 削減貢献量」につい

て，独自の社内指標を基に国際標準化活動へと展開している総合家電メーカーの取り組

みを紹介して頂きました。

ContentsContents


